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匿名化項目設定，重複警告設定，電子カルテからのデータ取得設定の手順を説明します。

重複警告

匿名化項目 電子カルテからデータ取得ボタン
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患者基本情報に項目「姓」，「名」，「生年月日」，「治療日」を追加します。
項目「患者イニシャル」を削除します。
検査項目のフォローアップ・サブ画面を「しない」に変更します。

1. 患者基本情報グループの編集をクリックします。

2. 項目「患者イニシャル」の項目削除と項目追加をクリックして、
項目「姓」，「名」，「生年月日」，「治療日」の登録をします。

設定情報は次のページ

下準備
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3. 患者氏名（イニシャル）の項目削除をクリックして削除します。

4. 各項目を設定して、登録をクリックします。

項目名称 ：姓
データ型 ：文字列型

項目名称 ：名
データ型 ：文字列型

項目名称 ：生年月日
データ型 ：日付型
入力タイプ ：年月日別
入力範囲 ：年月日
カレンダー表示 ：チェックを入れる
年指定 ：西暦
年ラベル ：チェックを入れる

項目名称 ：治療日
データ型 ：日付型
入力タイプ ：年月日別
入力範囲 ：年月日
カレンダー表示 ：チェックを入れる
年指定 ：西暦
年ラベル ：チェックを入れる

下準備
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5. 検査グループの編集をクリックします。

6. フォローアップ・サブ画面「しない」を選択して、登録をクリックします。

下準備
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1. 匿名化項目クリックします。

2. 患者IDを選択後、▶をクリックして
選択済項目へ移動させます。

3. 設定をクリックします。

匿名化項目に設定した項目を非登録項目に設定します。

4. 基本情報グループの編集をクリックします。

匿名化項目

データ入力項目にデータを入力後、匿名化が行われるように設定をします。
匿名化した項目は入力内容が一時保存・登録時に匿名化されます。
非登録登項目になるため登録後は何も表示されません。
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5. 匿名化項目に設定した患者IDの編集をクリックします。

6. 非登録項目の有無にチェックを入れます。

7. 登録をクリックします。

8. 患者ID項目が灰色に塗りつぶされていることを確認して、
登録をクリックします。

匿名化項目
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1. 重複警告項目をクリックします。

2. 施設症例IDを選択後、▶をクリックして
選択済項目へ移動させます。

3. 警告区分：エラーを選択します。

4. 設定をクリックします。

入力したデータが重複したときに警告またはエラーが
表示されるように設定を行います。

重複警告項目
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1. SS-MIX2データ取得名 ： 電子カルテ取得

SS-MIX2連携項目にデータを取得する際にクリックするボタンの名称を設定します。
初期値はSS-MIX2データ取得

SS-MIX2データ取得ボタン名称の設定
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ここからはSS-MIX2連携の設定を行いますが、動作させるためには管理者から利用医療機関でのSS-MIX2
と連携する連携ゲートウエイ（SS-MIX2ゲートウエイ）に関する設定情報を教えてもらって設定することが
必要です。本チュートリアルの１８ページからその設定を説明しています。



1. SS-MIX2連携項目をクリックします。
（チュートリアルではSS-MIX2連携項目を計2項目作成します。）

2. 標準化ストレージをクリックします。

3. 連携名称を入力して、検索方式，データ種別を選択します。

連携名称 ：性別取得
検索方式 ：検索IF番号指定
データ種別 ：患者基本モデル[ADT-00]

4. 取得項目の追加をクリックします。

電子カルテからデータを取得するための設定を行います。

SS-MIX2連携項目（1項目目）
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5. 項目を選択します。

項目：性別

6. 取得IF項目番号を選択します。

取得IF項目番号：[PID-8]性別

7. 登録をクリックします。

8. 登録をクリックします。

SS-MIX2連携項目（1項目目）
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9. 標準化ストレージをクリックします。

10. 各項目の入力と選択をします。

連携名称 ：血糖取得
検索方式 ：検索IF番号指定
データ種別 ：検体検査結果モデル[OML-11]
基準日 ：基準日指定，治療日
検査方向 ：基準日より前（過去）
回数 ：1
最大遡及日数 ：365

11. 取得項目の追加をクリックします。

12. 項目を選択します。

項目：血糖

13. 取得IF項目番号を選択します。

取得IF項目番号：[OBX-5]検査値

SS-MIX2連携項目（2項目目）
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14. 各項目の入力と選択をします。

グループNo. ：1
結合子 ：AND
条件IF項目番号 ：[OBX-3-1]検査項目CD
条件値 ： 3D010000002226101

0の数：6個

15. 追加をクリックします。

16. 登録をクリックします。

SS-MIX2連携項目（2項目目）
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17. Keyにチェックを入れます。

18. 追加をクリックします。

19. 項目を選択します。

項目：検査日

20. 取得IF項目番号を選択します。

取得IF項目番号：[OBX-14]検査日時

21. 登録をクリックします。

SS-MIX2連携項目（2項目目）
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22. 登録をクリックします。

23. 戻るをクリックします。

SS-MIX2連携項目（2項目目）
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1. ステータス：運用中を選択します。

2. 適用をクリックします。

症例入力画面を利用者画面へ反映
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1. Webブラウザから
http://XXXXXXX/Mcdrs/XXX/
にアクセスします。（xxx.xxx.xxx.xxx：IPアドレス，XXX：スタディーID）

2. ログインIDとパスワードを入力して、ログインをクリックします。

ログインID ：＜管理者画面（緑色画面）で自分で考えたID＞
パスワード ：Test_1234

3. 各入力項目を入力して、変更をクリックします。

現在のパスワード ：Test_1234
新しいパスワード ：
新しいパスワード（確認）：
秘密の質問 ：
質問の回答 ：

MCDRS利用者画面へのログインとパスワード変更
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1. 施設情報管理をクリックします。

2. 施設情報1を入力します。

施設情報1：＜自分で考えた施設名＞

3. SS-MIX2検索の有無：有りを選択して、各入力項目を入力します。

URL ：
ポート番号 ：
認証用ID ：
認証用パスワード ：
医療機関の患者ID桁数（先頭ゼロ埋め）：0

4. テストをクリックします。

施設情報とSS-MIX2検索の設定
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利用医療機関でのSS-MIX2と連携する連携ゲートウエイ（SS-MIX2ゲートウエイ）に関する
設定情報を管理者から教えてもらって設定します。



5. OKをクリックします。

6. 確認をクリックします。

SS-MIX2検索の設定
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7. 更新をクリックします。

SS-MIX2検索の設定
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8. 戻るをクリックします。

SS-MIX2検索の設定
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9. 施設情報管理をクリックして、入力内容が登録されていることを確認します。

SS-MIX2検索の設定
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1. 症例入力をクリックします。

2. 新規入力をクリックします。

3. 各項目を入力します。
「患者ID」と検査項目の「治療日」に入力する値は教員の指示に従うこと

症例の新規入力と登録
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患者IDと治療日に適切な値を入力して、SS-MIX2連携による電子カルテからのデータ取得する方法です。

「血糖」，「検査日」データは治療日から過去365日を検索して、直近のデータを取得します。
（検索条件は緑色画面で設定）

4. 「患者ID」と「治療日」を入力した後、「電子カルテ取得」ボタンをクリックします。

5. 基本情報タブ「性別」，検査タブ「検査日」，「血糖」が取得されることを確認します。
正しく取得されている場合、「性別」はラジオボタンがクリックされ、「検査日」と「血糖」は値が青字で入力されます。

症例の新規入力と登録
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6. 各項目を入力した後、本登録をクリックします。

7. 検索をクリックして、症例が登録されていることを確認します。

症例の新規入力と登録
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